
屈折法弾性波探査の目的と概要
目的

• 地下構造の推定

概要

• 地表付近で発破やカケヤ等によって人工的に発生させた弾性波（地震
波）を用いて地下構造を推定する。利用するのは弾性波のうちの屈折
波
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屈折法弾性波探査 探査計画時の留意点

測線配置計画

• 測線は、速度層構造を求めたい地点の直上に直線状に配置
• 測線は、なるべく等高線に直交するように設定
• 測線長は、探査深度の5倍～10倍以上
• 調査対象構造物の計画線が直線でない場合には、測線を分割
• 測線を分割する際には交差部を作り、それぞれの測線を十分長くする
• 想定される断層や地質構造にはなるべく直交するようにする
• 想定される断層や地質構造に斜交、平行になる場合には、副測線を設ける

発破計画（受振点・起振点計画）

• 測線の両端、展開の両端付近に起振点を配置する
• 1展開の中の、ほぼ等間隔に起振点を配置する
• 地形の変化点（尾根、谷）等に起振点を設ける
• 測線長が長く取れない場合には、遠隔起振点を設ける

起振方法

• 探査深度、測線長を踏まえて、適切な起振方法を選択する
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主要地質・岩石の原位置弾性波伝播速度
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（１）
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（２）
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（３）
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（４）
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（５）
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屈折法弾性波探査における解析が困難な事例（６）
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屈折法弾性波探査測定時
の主なトラブルと対策

トラブル・原因 対策

受振器の設置不良

地盤にしっかり固定
ある程度掘って設置
急傾斜地等では接続部を固定
接続部を杭にのせる等

ケーブル類の接続不良 測定前のノイズモニタ等で状態を確認

断線やリーク

測定前のノイズモニタ等で状態を確認
雨天時の測定は避ける（リーク）
ケーブルを木に掛ける
接続部をビニール等で覆う

発破の不発
発破母線、電気雷管の脚線の接続状態を確認
確認時には発破母線を発破器から外して末端を短絡

飛石
薬量を少なく。分散発破
発破作業前に警戒作業をする
防爆シートを使用する
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